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●２月定例会の概要 …………
●市政に対する一般質問 ……
●特別委員会報告 ……………
●常任委員会レポート ………

CONTENTS６年生を送る会
２月28日（金）に袋井東小学校では学校のリーダー
として活躍してきた６年生に感謝の気持ちを込め、
６年生を送る会を開催しました。５年生が中心になっ
て会を運営し、心温まる素晴らしい会になりました。
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2月定例会

新
年
度
予
算
は
、
い
ず
れ
も
可
決

　

市
議
会
は
、
2
月
定
例
会
を
2
月
25
日
か
ら
3
月
23
日
ま
で
28
日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
令
和
2
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
企
業
会
計
予
算
を
は
じ

め
、
令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
、
特
別
会
計
補
正
予
算
な
ど
36
議
案
と
7
件
の
報
告
、
議
員
か
ら
袋
井

市
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
の
1
議
案
が
上
程
さ
れ
、
採
決
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お

り
可
決
・
同
意
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
政
に
対
す
る
一
般
質
問
で
は
、
14
人
の
議
員
が
市
長
・
教
育
長
の
見
解
を
た
だ
し
ま
し
た
。

◎
議
決
し
た
主
な
議
案

令
和
2
年
度
一
般
会
計
予
算

　

令
和
2
年
度
の
予
算
額
は
、
3
5
2
億
円
で
、
平

成
31
年
度
当
初
予
算
と
比
較
す
る
と
3
・
7
%
の
増

額
と
な
り
ま
す
。

〈
主
な
新
規
事
業
〉

●
（
仮
称
）
袋
井
市
教
育
会
館
の
整
備

 
 

…
…
2
億
9
9
7
9
万
円

　

教
育
部
を
現
袋
井
市
総
合
セ
ン
タ
ー
に
移
転
す

る
と
と
も
に
、
本
市
に
お
け
る
教
育
の
課
題
を
解
決

す
る
た
め
の
機
能
を
備
え
た
拠
点
と
し
て
整
備
を

行
う
。

● 

L
P
W
A
（
低
電
力
・
長
距
離
対
応
の
無
線
通

信
シ
ス
テ
ム
）
の
整
備 
…
…
1
8
0
0
万
円

　

人
口
減
少
に
備
え
、
各
種
I
O
T
（
モ
ノ
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
）
と
省
電
力
な
が
ら
長
距
離
通
信
が
可

能
な
通
信
方
式
「
L
P
W
A
」
を
活
用
し
て
人
手
不

足
を
補
完
し
、
産
業
や
介
護
・
福
祉
、
防
災
・
防
犯

な
ど
の
行
政
課
題
の
解
決
に
つ
な
が
る
取
り
組
み

を
推
進
す
る
。

●
市
制
施
行
15
周
年
記
念
事
業
…
…
1
0
0
0
万
円

　

記
念
式
典
、
市
民
参
加
型
の
健
康
文
化
交
流
イ
ベ

ン
ト
を
行
う
。

〈
主
要
な
事
業
〉

●
浅
羽
中
学
校
施
設
整
備
事
業

 

…
…
13
億
2
5
6
万
円

　

令
和
2
〜
4
年
度
に
か
け
て
築
50
年
以
上
を
経

過
し
特
に
老
朽
化
が
進
行
し
て
い
る
中
・
南
校
舎

等
を
改
築
、
築
30
年
以
上
を
経
過
し
て
い
る
北
校

舎
を
改
修
す
る
こ
と
で
、
安
全
・
安
心
・
快
適
な

次
世
代
の
教
育
環
境
を
整
備
す
る
。

●
袋
井
駅
南
地
区
ま
ち
づ
く
り
事
業

 

…
…
6
億
8
9
5
0
万
円

　

袋
井
駅
南
都
市
拠
点
土
地
区
画
整
理
事
業
、
歩

い
て
楽
し
い
・
健
康
ま
ち
づ
く
り
地
区
関
連
事
業

を
行
う
。

●
子
ど
も
子
育
て
支
援
事
業
…
…
6
億
6
0
0
0
万
円

　

認
可
保
育
施
設
の
整
備
・
開
園
支
援
、
公
立
幼
稚

園
等
の
教
育
環
境
整
備
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
運

営
に
お
け
る
安
定
し
た
受
入
体
制
を
確
保
す
る
。

●
企
業
誘
致
の
推
進
事
業 

…
…
5
億
1
1
8
8
万
円

　

雇
用
の
創
出
と
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た

（仮称）袋井市教育会館（現袋井市総合センター）（仮称）袋井市教育会館（現袋井市総合センター）
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め
、
す
で
に
進
出
し
た
企
業
に
対
し
、
県
と
協
調
し

て
補
助
金
を
交
付
す
る
。

●
袋
井
西
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
整
備

　

 

…
…
3
億
9
9
2
3
万
円

　

令
和
2
年
9
月
上
旬
に
プ
レ
オ
ー
プ
ン
、
令
和
3

年
1
月
中
旬
に
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
て

い
る
。

●
袋
井
駅
南
地
区
治
水
対
策
事
業

 
…
…
2
億
1
0
0
0
万
円

　

袋
井
駅
南
地
区
の
浸
水
被
害
の
解
消
に
向
け
、
治

水
対
策
計
画
を
見
直
し
、
こ
れ
に
基
づ
い
た
各
種
治

水
対
策
を
行
う
。
ま
た
、
緊
急
対
策
と
し
て
田
端
東

遊
水
池
の
貯
留
量
拡
大
の
た
め
の
改
修
を
行
う
。

令
和
2
年
度
特
別
会
計
予
算

　

国
民
健
康
保
険
を
は
じ
め
と
す
る
5
特
別
会
計
の
予

算
総
額
は
、
1
4
5
億
7
6
0
0
万
円
で
、
前
年
度
と

比
較
す
る
と
1
・
1
%
の
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
下
水
道
事
業
（
公
共
下
水
道
事
業
と
農
業

集
落
排
水
事
業
）
は
、
令
和
2
年
4
月
1
日
よ
り
、
こ

れ
ま
で
の
「
官
公
庁
会
計
（
特
別
会
計
）」
か
ら
「
公

営
企
業
会
計
」
に
移
行
し
ま
す
。

令
和
2
年
度
企
業
会
計
予
算

　

水
道
事
業
会
計
予
算
は
24
億
7
6
0
0
万
円
で
、

前
年
度
と
比
較
す
る
と
7
・
6
%
の
減
額
、
下
水
道

事
業
会
計
予
算
は
41
億
8
5
0
0
万
円
、
病
院
事
業

会
計
予
算
は
19
億
9
6
0
0
万
円
で
、
前
年
度
と
比

較
す
る
と
3
・
2
%
の
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　

今
回
の
補
正
予
算
は
、
第
4
号
と
第
5
号
が
あ
り
、
主

に
次
に
掲
げ
る
事
業
の
た
め
に
、
12
億
7
0
0
万
円

を
増
額
す
る
も
の
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
補
正
後
の

一
般
会
計
予
算
総
額
は
3
6
2
億
5
0
0
0
万
円
と

な
り
ま
し
た
。

　
〈
第
4
号
〉（
主
な
も
の
）

●
ふ
る
さ
と
納
税
事
業 

…
…
4
5
0
0
万
円

　

返
礼
品
の
充
実
や
ふ
る
さ
と
納
税
サ
イ
ト
へ
の

掲
載
等
、
取
り
組
み
を
積
極
的
に
進
め
た
結
果
、
ふ

る
さ
と
納
税
の
金
額
が
増
額
し
た
た
め
行
う
。

● 

総
合
セ
ン
タ
ー
袋
井
商
工
会
議
所
持
分
財
産
取
得
事
業

　

…
…
1
億
5
4
2
3
万
円

　

袋
井
駅
北
口
に
建
設
中
の
（
仮
称
）
新
産
業
会
館

の
建
設
工
事
が
当
初
計
画
よ
り
遅
れ
て
い
て
、
袋
井

市
総
合
セ
ン
タ
ー
の
取
得
時
期
が
4
月
下
旬
以
降

に
ず
れ
込
む
た
め
行
う
。

　
〈
第
5
号
〉（
主
な
も
の
）

●
小
中
学
校
校
内
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
事
業　

　
　
　
　

 

…
…
4
億
5
0
1
万
円

　

国
の
推
進
す
る
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
の
実

現
に
向
け
た
児
童
生
徒
1
人
1
台
端
末
の
整
備
事

業
に
併
せ
、
令
和
2
年
度
中
に
各
学
校
の
通
信

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
高
速
大
容
量
回
線
接
続
が
可
能

な
環
境
に
整
え
る
と
と
も
に
教
室
内
に
つ
い
て
は

無
線
L
A
N
整
備
を
行
う
。

●
袋
井
駅
南
都
市
拠
点
土
地
区
画
整
理
事
業

　
　
　

 

…
…
2
億
2
5
4
1
万
円

　

国
の
経
済
対
策
を
活
用
し
て
、
袋
井
駅
南
都
市

拠
点
土
地
区
画
整
理
事
業
の
進
捗
を
図
る
た
め
行

う
。

条
例
の
一
部
改
正
（
主
な
も
の
）

● 

袋
井
市
議
会
議
員
及
び
袋
井
市
長
の
選
挙
に
お
け

る
選
挙
運
動
の
公
営
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

　

公
職
選
挙
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
市
議
会
議
員
選

挙
に
つ
い
て
も
選
挙
運
動
用
の
ビ
ラ
頒
布
が
認
め
ら
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
た
め
、
当
該
ビ
ラ
作
成
を
公
費
負
担

と
す
る
よ
う
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

人
事
（
敬
称
略
）

　

鈴
木
典
夫
教
育
長
の
辞
任
に
伴
い
、
市
長
か
ら
袋
井

市
教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
命
に
つ
い
て
同
意
を
求
め

る
議
案
が
上
程
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
同
意
し
ま
し
た
。

●
袋
井
市
教
育
委
員
会
教
育
長

　

鈴
木　

一
吉
（
神
長
）
新
任

そ
の
他

●
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　
　
（
仮
称
）
袋
井
市
教
育
会
館
を
整
備
す
る
た

め
に
、
袋
井
商
工
会
議
所
か
ら
、
袋
井
市
総
合
セ

ン
タ
ー
建
物
の
持
ち
分
50
分
の
21
を
取
得
す
る
こ

と
を
可
決
し
ま
し
た
。

所
在
地　

袋
井
市
新
屋
1
丁
目
2
番
地
2
、

　
　
　
　
　
　
　

2
番
地
1
所
在
の
建
物

面　
　

積　
事
務
所
2
3
0
9
・
7
2
平
方
メ
ー
ト
ル
の
う
ち

　
　
　
　
　

持
分
50
分
の
21

　
　
　
　
　

車
庫
倉
庫
3
8
2
・
1
0
平
方
メ
ー
ト
ル
の
う
ち

　
　
　
　
　

持
分
50
分
の
21

買
収
価
格　

9
6
1
8
万
5
1
0
0
円
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市政に対する 一般質問
問 

市
内
に
お
け
る
観
光
等
の
経
済
的
な

被
害
状
況
を
把
握
し
て
い
る
か
。
ま
た
、

市
と
し
て
経
済
対
策
を
す
る
べ
き
で
は
。

答 

静
岡
県
観
光
協
会
の
県
内
宿
泊

予
約
等
の
影
響
調
査
に
よ
る
と
、
市

内
二
つ
の
宿
泊
施
設
で
1
月
か
ら
3

月
の
間
に
、
5
6
6
人
の
キ
ャ
ン
セ

ル
が
発
生
、
市
内
の
団
体
食
事
施
設

の
予
約
は
、
1
月
と
2
月
で
1
6
0

0
人
、
3
月
は
2
9
0
0
人
の
キ
ャ

ン
セ
ル
が
発
生
し
て
い
る
。
2
月
29

日
、
3
月
1
日
の
2
日
間
の
遠
州
三

山
の
可
睡
斎
ひ
な
ま
つ
り
の
入
館
者

は
、
昨
年
と
比
べ
75
%
減
と
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
経
済
的
な
支
援
に
つ

い
て
は
、国
や
県
の
支
援
と
と
も
に
、

市
と
し
て
景
気
対
策
特
別
資
金
と
し

て
直
近
の
売
り
上
げ
が
5
%
以
上
減

少
し
た
事
業
所
に
対
し
、
最
大
で

1
0
0
0
万
円
の
借
り
入
れ
が
で
き

る
融
資
制
度
に
つ
い
て
、
商
工
団
体

と
連
携
し
な
が
ら
周
知
を
図
っ
て
い

る
。

問 

新
た
な
企
業
用
地
の
検
討
を
す
ぐ
に

で
も
進
め
て
い
く
べ
き
と
感
じ
る
。
東
名

及
び
新
東
名
の
ダ
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

最
大
限
生
か
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

答 

三
川
・
下
山
梨
・
宇
刈
地
区
は
、

中
長
期
的
な
観
点
か
ら
、
新
た
な
企

業
用
地
と
し
て
検
討
す
る
た
め
、
建

設
業
者
等
に
企
業
立
地
調
査
結
果
を

情
報
提
供
し
、
民
間
に
よ
る
開
発
可

能
性
を
研
究
し
て
い
き
た
い
。

伊
藤 

謙
一 

議
員

問 

一
校
一
特
運
動
・
元
気
な
学
校
づ
く

り
・
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ
く
り
と

30
年
間
続
い
た
事
業
費
補
助
金
を
廃
止
し

た
が
、こ
の
取
り
組
み
の
総
括
は
ど
う
か
。

答 

学
校
の
特
徴
を
生
か
し
つ
つ
、

地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ
く
り
を

意
識
し
て
事
業
を
進
め
て
き
た
こ
と

で
、
全
て
の
学
校
に
学
校
運
営
協
議

会
が
設
置
さ
れ
、
ス
ム
ー
ズ
に
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
へ
と
移
行

す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
が
大
き
な

成
果
で
あ
る
。

問 

幼
小
中
一
貫
教
育
の
実
施
な
ど
新
た

な
教
育
課
題
が
山
積
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で

ど
お
り
学
校
独
自
の
取
り
組
み
の
継
続
は

可
能
か
。

答 

学
校
行
事
の
見
直
し
や
活
動
の

精
選
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

地
域
の
方
と
と
も
に
行
う
体
験
的
な

活
動
は
、大
事
な
取
り
組
み
で
あ
り
、

今
後
も
引
き
続
き
実
施
し
て
い
く
。

問 

こ
れ
ま
で
年
間
予
算
は
6
0
0
万
円

程
度
で
あ
り
、
こ
れ
を
各
校
に
交
付
し
て

き
た
。
補
助
金
の
廃
止
に
よ
っ
て
各
学
校

の
事
業
継
続
に
支
障
は
で
な
い
の
か
。

答 

令
和
2
年
度
は
、
幼
小
中
一
貫

教
育
の
ス
タ
ー
ト
に
あ
た
り
、「
学

園
づ
く
り
事
業
費
」
と
し
て
学
園
単

位
で
の
予
算
を
確
保
し
、
一
校
一
特

運
動
や
元
気
な
学
校
づ
く
り
事
業
か

ら
培
っ
て
い
る
地
域
と
の
つ
な
が
り

を
大
切
に
し
た
特
色
あ
る
学
校
・
学

園
づ
く
り
を
支
援
し
て
い
く
。

高
橋 

美
博 

議
員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の

市
内
経
済
対
策
を

各
学
校
へ
の
補
助
金
廃
止
は
問
題

企
業
誘
致
に
関
し
て

企業誘致（豊沢工業団地）

三川小学校と大垣市立青墓小学校の交流
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問 

三
沢
川
は
、
中
屋
敷
橋
上
流
部
、
栄

橋
南
側
左
岸
、
小
笠
橋
南
側
一
帯
に
土
砂

が
堆
積
し
、
洪
水
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

河
道
掘
削
及
び
護
岸
工
事
に
つ
い
て
、
県

と
い
か
に
連
携
を
と
っ
て
進
め
て
い
く
の

か
。答 

堆
積
土
の
撤
去
は
、
今
後
、
地

域
の
皆
さ
ん
の
事
前
立
ち
会
い
や
意

見
交
換
も
踏
ま
え
、
実
施
箇
所
の
検

討
を
す
る
な
ど
、
県
と
連
携
し
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

問 

消
防
法
の
規
定
に
よ
り
、
袋
井
市
に

求
め
ら
れ
る
消
防
水
利
の
数
は
基
準
を
満

た
し
て
い
る
か
。

答 

必
要
数
1
2
4
5
箇
所
に
対
し

7
6
6
箇
所
で
充
足
率
62
%
で
あ

る
。
基
準
と
さ
れ
る
吸
水
能
力
未
満

の
も
の
を
含
め
る
と
1
8
6
9
箇
所

整
備
さ
れ
て
い
る
。

問 

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
寝
た
き

り
の
高
齢
者
と
同
居
す
る
高
齢
者
の
み
の

世
帯
に
、
緊
急
事
態
へ
の
対
応
を
図
る
緊

急
通
報
装
置
の
貸
与
制
度
は
十
分
な
利
用

が
さ
れ
て
い
る
か
。

答 

令
和
2
年
1
月
末
現
在
、
2
0

7
世
帯
の
方
が
利
用
し
て
い
る
。
対

象
者
本
人
や
家
族
か
ら
の
申
請
の
ほ

か
、
看
護
師
等
も
勧
め
て
い
て
必
要

な
方
に
は
利
用
さ
れ
て
い
る
。

岡
本 

幹
男 

議
員

問 

次
期
「
河
川
等
整
備
計
画
」
に
お
け

る
同
排
水
路
の
整
備
方
針
は
ど
う
か
。

答 

現
計
画
で
は
3
0
0
m
を
整
備

箇
所
と
位
置
づ
け
、
次
期
計
画
に
お
い

て
も
用
水
路
と
排
水
路
を
分
離
す
る
課

題
は
あ
る
が
、
整
備
区
間
や
整
備
方
法

に
つ
い
て
整
理
を
し
て
い
き
た
い
。

問 

災
害
時
、
要
支
援
者
を
受
け
入
れ
る

避
難
施
設
の
設
置
状
況
は
。

答 

避
難
者
受
け
入
れ
可
能
人
数

は
、
11
施
設
1
2
7
人
、
避
難
行
動

要
支
援
者
と
し
て
個
別
支
援
の
必
要

な
方
は
約
7
0
0
人
。
全
て
受
け
入

れ
る
の
は
困
難
な
状
況
で
あ
る
。
各

地
区
指
定
避
難
所
で
障
が
い
の
特
性

に
応
じ
た
避
難
生
活
を
送
る
た
め
、

避
難
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
、
受
け
入
れ

を
行
っ
て
い
く
。

問 

災
害
時
、
1
次
避
難
所
に
も
な
っ
て

い
る
公
会
堂
の
耐
震
工
事
等
へ
の
補
助
制

度
は
ど
う
か
。

答 

耐
震
診
断
に
は
、
既
存
建
築
物
耐

震
性
向
上
事
業
費
補
助
金
、
耐
震
工
事

や
窓
ガ
ラ
ス
飛
散
防
止
フ
ィ
ル
ム
貼
り

に
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
整
備
事
業

補
助
金
が
あ
る
。
安
全
対
策
が
促
進
す

る
よ
う
、自
治
会
か
ら
の
相
談
に
応
じ
、

支
援
に
努
め
て
い
き
た
い
。

寺
田 　

守 

議
員

河
川
整
備
に
河
道
掘
削
を

高
齢
者
支
援
に
機
器
貸
与
を

田
町
幹
線
排
水
路
の
整
備

公
会
堂
の
耐
震
化
助
成

地
域
防
火
体
制
の
整
備
を

福
祉
避
難
所
の
体
制

三沢川の土砂堆積

田町排水区地内の浸水被害
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市政に対する 一般質問
問 

色
覚
に
異
常
の
あ
る
市
民
に
対
し

て
、
公
共
施
設
等
の
サ
イ
ン
や
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
な
ど
に
ど
の
よ
う
な
配
慮
が
な
さ

れ
て
い
る
か
。

答 

公
共
施
設
の
案
内
板
や
印
刷
物

等
に
つ
い
て
は
、
色
覚
に
異
常
の
あ

る
方
に
限
ら
ず
、
利
用
者
に
わ
か
り

や
す
く
必
要
な
情
報
が
提
供
で
き
る

よ
う
、
色
の
組
み
合
わ
せ
や
字
体
な

ど
に
配
慮
し
て
い
る
。
ま
た
、
全
戸

に
配
布
し
た
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

に
つ
い
て
は
、
色
覚
に
異
常
の
あ
る

方
に
配
慮
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る

が
、
今
後
、
津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

や
液
状
化
マ
ッ
プ
な
ど
に
つ
い
て
、

全
面
改
良
が
必
要
と
な
っ
た
時
に

は
、
改
良
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
る
。
今
後
に
お
い
て
も
、

公
共
施
設
の
案
内
表
示
や
各
種
印
刷

物
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
覚
情
報
に

つ
い
て
、
色
覚
に
異
常
の
あ
る
方
に

対
し
て
、
見
や
す
く
、
わ
か
り
や
す

い
情
報
を
提
供
で
き
る
よ
う
努
め
て

い
き
た
い
。

問 

防
災
計
画
等
の
策
定
に
お
い
て
、
女

性
の
視
点
か
ら
の
意
見
や
提
案
等
が
計
画

に
反
映
さ
れ
て
い
る
か
。

答 

女
性
の
視
点
か
ら
の
防
災
計
画

等
策
定
の
必
要
性
を
強
く
感
じ
て
い

る
。
今
後
は
、
女
性
の
視
点
に
立
っ

た
計
画
策
定
、
防
災
訓
練
、
講
演
会

の
実
施
な
ど
に
つ
い
て
意
を
配
し
て

い
き
た
い
。

村
井 

勝
彦 

議
員

問 

受
動
喫
煙
へ
の
考
え
は
。

答 

条
例
名
に
受
動
喫
煙
防
止
の
記

載
は
な
い
が
、
取
組
方
針
の
一
つ
は
、

受
動
喫
煙
に
よ
る
健
康
被
害
を
防
ぐ
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
市
所
管
施
設

や
18
歳
以
下
の
子
供
が
主
に
利
用
す

る
施
設
は
、敷
地
内
完
全
禁
煙
と
す
る
。

ま
た
、
20
歳
未
満
の
子
供
や
妊
婦
と

同
じ
空
間
で
の
喫
煙
を
制
限
す
る
な
ど

改
正
健
康
増
進
法
や
県
受
動
喫
煙
防
止

条
例
よ
り
、
さ
ら
に
踏
み
込
ん
だ
内
容

の
検
討
を
進
め
て
い
る
。

問 

関
連
業
者
等
へ
の
説
明
は
。

答 

た
ば
こ
の
製
造
や
販
売
が
生
活

に
直
結
す
る
方
も
い
る
の
で
、
日
本

た
ば
こ
産
業
や
た
ば
こ
販
売
協
同
組

合
な
ど
関
連
事
業
者
と
の
話
し
合
い

の
場
を
設
け
、
条
例
の
趣
旨
や
市
の

方
針
、
取
組
内
容
な
ど
、
丁
寧
に
説

明
し
、
ご
理
解
い
た
だ
け
る
よ
う
努

め
て
い
き
た
い
。

問 

地
方
公
共
団
体
向
け
プ
ラ
ン
の
導
入
の

考
え
は
あ
る
か
。

答 

メ
ロ
ー
ね
っ
と
に
代
わ
る
新
た

な
情
報
配
信
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
無
料

の
L
I
N
E
地
方
公
共
団
体
プ
ラ
ン

を
活
用
し
、
L
I
N
E
、
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど
S
N
S

へ
も
配
信
で
き
る
よ
う
機
能
拡
充
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
4
月
か
ら
開
始

す
る
予
定
で
あ
る
。

鈴
木 

弘
睦 

議
員

女
性
の
視
点
か
ら
の
    

防
災
対
策
の
必
要
性
は

条
例
制
定
に
向
け
て

今
後
の
進
め
方

色
覚
に
異
常
の
あ
る

      
市
民
へ
の
配
慮
は

L
I
N
E
を
活
用
し
た

公
共
サ
ー
ビ
ス

袋井消防庁舎・袋井市防災センターの案内表示板

分煙の準備はできていますか?　出典：株式会社 Fujitaka

6 ― No.74 ― R２.5.1



問 

こ
れ
ま
で
の
タ
ス
カ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
運
用
成
果
は
ど
う
か
。

答 

平
成
29
年
度
か
ら
本
年
2
月
ま

で
の
取
り
組
み
実
績
は
、
職
場
見
学

会
は
延
べ
75
回
開
催
さ
れ
、
延
べ

3
1
1
人
の
参
加
、
就
労
者
数
は
延

べ
79
人
と
い
う
状
況
で
あ
る
。
今
後

も
労
使
双
方
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た

マ
ッ
チ
ン
グ
を
支
援
す
る
こ
と
で
推

進
し
て
い
き
た
い
。

問 

大
規
模
災
害
を
想
定
し
た
県
や
近
隣

市
町
と
の
連
携
は
ど
う
か
。

答 

県
が
設
置
し
て
い
る
水
位
計
や

ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
の
情
報
を
、
県
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
サ
イ
ポ
ス
レ
ー
ダ
ー
と

い
う
名
称
の
サ
イ
ト
で
確
認
し
、
県

管
理
河
川
の
水
位
情
報
や
太
田
川
ダ

ム
情
報
な
ど
は
F
A
X
や
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
で
市
に
提
供
さ
れ
、
情
報
共
有

し
て
い
る
。

問 

モ
デ
ル
事
業
と
な
る
浅
羽
・
笠
原
地

区
の
「
地
域
の
助
け
合
い
活
動
」
を
ど
う

支
援
す
る
か
。

答 

活
動
に
参
加
す
る
人
の
保
険
加

入
や
相
談
員
・
支
援
員
に
対
す
る
研

修
会
、
講
習
会
の
開
催
な
ど
地
域
の

助
け
合
い
活
動
が
円
滑
に
ス
タ
ー
ト

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
特
色
あ

る
地
域
づ
く
り
交
付
金
の
交
付
な
ど

必
要
な
支
援
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

近
藤 

正
美 

議
員

問 

土
橋
工
業
用
地
造
成
計
画
で
は
、
周

り
よ
り
も
高
い
埋
め
立
て
計
画
が
示
さ

れ
、
住
民
の
中
に
は
雨
水
が
道
路
や
住
宅

地
に
溢
れ
る
こ
と
を
心
配
す
る
人
が
出
て

い
る
。
住
民
の
心
配
を
ど
う
考
え
て
い
る

か
。答 

約
1
万
4
0
0
0
立
方
メ
ー
ト

ル
の
調
整
池
を
整
備
し
、
そ
こ
に
た

め
た
水
を
、時
間
を
か
け
て
放
流
し
、

大
雨
時
に
急
激
に
河
川
を
増
水
さ
せ

る
こ
と
を
防
ぐ
計
画
と
す
る
た
め

に
、
調
整
池
を
造
る
こ
と
に
よ
り
現

況
の
水
田
よ
り
も
治
水
安
全
度
は
、

向
上
す
る
と
考
え
て
い
る
。

問 

蟹
田
川
下
流
の
木
原
地
区
へ
の
大
雨

時
の
影
響
は
な
い
の
か
。

答 

調
整
池
の
整
備
に
よ
っ
て
、
木

原
地
区
な
ど
蟹
田
川
下
流
へ
の
影
響

は
ほ
と
ん
ど
な
い
も
の
と
考
え
て
い

る
。

問 

市
長
・
教
育
長
は
、
令
和
2
年
度
も

待
機
児
童
が
出
る
こ
と
へ
の
責
任
を
感
じ

て
い
る
か
。

答 

保
育
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
が
予
測

さ
れ
る
中
で
、
保
育
施
設
の
整
備
、

定
員
の
確
保
に
努
め
て
き
た
が
、
保

育
ニ
ー
ズ
の
増
加
量
と
そ
の
ス
ピ
ー

ド
に
つ
い
て
の
見
通
し
が
十
分
で
な

か
っ
た
点
は
責
任
を
感
じ
、
重
く
受

け
止
め
て
い
る
。

竹
野 　

昇 

議
員

地
域
活
動
へ
の
支
援
は

待
機
児
童
問
題

高
齢
者
の
雇
用
促
進
は

土
橋
の
水
田
埋
め
立
て
に
疑
問

大
規
模
広
域
災
害
へ
の
対
応
は

袋井消防庁舎・袋井市防災センター

埋め立て計画が示されている土橋の水田
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市政に対する 一般質問
問 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
化
か
ら
お

お
む
ね
2
年
を
迎
え
る
が
、
収
益
事
業
を

始
め
た
事
例
は
あ
っ
た
か
。 

答 

農
地
を
活
用
し
て
、
栽
培
や
加

工
販
売
を
し
て
い
る
事
例
は
あ
る

が
、
全
体
的
に
は
取
り
組
み
ま
で
は

至
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

今
後
に
期
待
し
た
い
。

問 

高
齢
化
や
核
家
族
化
な
ど
に
よ
り
、

自
治
会
長
な
ど
役
員
の
担
い
手
不
足
が
深

刻
化
し
て
い
る
。
今
後
ど
の
よ
う
に
自
治

会
を
維
持
し
運
営
し
て
い
く
方
針
か
。

答 

地
域
の
現
状
は
認
識
し
て
い

る
。
役
員
の
負
担
軽
減
を
可
能
な
限

り
図
り
、
大
変
で
は
あ
る
が
、
自
治

会
や
地
域
の
た
め
務
め
て
い
た
だ
く

よ
う
、
お
願
い
し
た
い
。

問 

豊
か
な
人
間
性
を
育
ん
で
い
く
た
め

に
も
、学
校
図
書
室
の
改
革
を
提
案
す
る
。

答 

移
動
式
本
棚
を
利
用
し
、
児
童

生
徒
が
気
に
入
っ
た
場
所
で
、リ
ラ
ッ

ク
ス
し
た
状
態
で
本
を
手
に
と
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
工
夫
し
て
い
る
。

今
後
も
、
多
く
の
児
童
生
徒
が
本
に

親
し
め
る
居
心
地
の
よ
い
読
書
環
境

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

佐
野 

武
次 

議
員

問 

異
常
気
象
・
災
害
が
頻
発
し
、
地
球

温
暖
化
対
策
が
喫
緊
・
重
要
な
課
題
と

な
っ
て
い
る
。
市
と
し
て
野
心
的
な
目
標

を
持
ち
、「
二
酸
化
炭
素
排
出
実
質
ゼ
ロ

宣
言
」
な
ど
で
決
意
の
表
明
を
。

答 

宣
言
の
必
要
性
は
あ
る
が
、
具

体
的
に
ど
う
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
い

た
ら
い
い
の
か
を
検
討
し
て
か
ら
進

め
た
い
。

問 

日
照
時
間
を
は
じ
め
地
域
資
源
の
豊

富
さ
を
生
か
し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
発
電
に
力
を
尽
く
す
べ
き
で
、
公
共
施

設
も
建
て
替
え
や
大
規
模
修
繕
時
の
導
入

だ
け
で
な
く
、
検
討
す
べ
き
で
は
。

答 

地
産
地
消
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

も
っ
と
作
っ
て
い
く
こ
と
に
、
市
も

積
極
的
に
や
っ
て
い
く
べ
き
と
思
っ

て
い
る
。
建
物
だ
け
で
な
く
、
市
の

持
っ
て
い
る
土
地
等
も
対
象
に
考
え

て
い
き
た
い
。

問 

い
じ
め
が
要
因
で
、
保
護
者
が
離
職
、

転
校
を
早
め
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
対
応
に

問
題
は
。

答 

学
校
の
対
応
、
保
護
者
の
思
い
、

加
害
児
童
の
状
態
・
加
害
児
童
の
保

護
者
、
そ
の
3
者
の
考
え
方
・
方
向

性
が
一
つ
に
な
か
な
か
ま
と
ま
ら
な

か
っ
た
難
し
い
事
案
だ
っ
た
。
職
員

と
一
緒
に
今
後
に
つ
い
て
考
え
て
い

き
た
い
。

浅
田 

二
郎 

議
員

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の        

収
益
事
業

学
校
図
書
室
の
改
革

自
治
会
活
動
の
課
題
へ
の
対
応

気
象
危
機
に
市
の
積
極
的

取
り
組
み
を

被
害
者
の
立
場
で

い
じ
め
問
題
解
決
を

幸浦コミュニティーセンター

浅羽南小学校の屋根に設置された太陽光パネル
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問 

水
害
対
策
強
化
の
た
め
の
新
た
な
組

織
体
制
「
治
水
対
策
室
」
へ
の
市
長
の
思

い
を
問
う
。

答 

河
川
改
修
の
推
進
、
遊
水
池
の

整
備
、
排
水
ポ
ン
プ
の
増
設
な
ど
の

治
水
対
策
に
は
検
討
及
び
協
議
が
必

要
で
あ
る
。
水
害
対
策
の
強
化
の
た

め
、
治
水
対
策
室
設
置
に
よ
り
、
的

確
に
対
応
す
る
よ
う
に
努
め
た
い
。

問 

台
風
15
号
、
19
号
を
受
け
、
国
の
補

正
予
算
で
2
4
3
7
億
円
が
充
て
ら
れ
た

が
市
の
対
応
は
。

答 

袋
井
駅
南
地
区
に
は
、
ポ
ン
プ

の
設
置
な
ど
の
対
策
に
取
り
組
み
、

田
端
東
調
整
池
の
貯
留
量
の
拡
大
を

図
っ
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
県
で
実

施
中
の
太
田
川
下
流
工
区
に
お
け
る

河
道
掘
削
を
促
進
す
る
追
加
執
行
を

副
知
事
に
要
望
し
た
。
結
果
、
予
算

が
配
分
さ
れ
、
県
に
対
し
早
期
の
事

業
執
行
を
お
願
い
し
た
。

問 

I
C
T
を
活
用
し
、
公
共
施
設
に
関

連
す
る
情
報
を
一
元
管
理
す
る
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
を
構
築
し
、
市
民
の
利
用
率
・

満
足
度
を
向
上
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答 

公
共
施
設
の
空
き
状
況
、
貸
出

し
可
能
な
器
具
、
備
品
が
わ
か
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。
準
備
は
出
来
て

い
な
い
が
、
そ
の
方
向
で
今
後
い
く

べ
き
だ
と
思
っ
て
い
る
。

木 

下 　

正 

議
員

問 

認
定
農
業
者
に
対
し
て
袋
井
市
独
自

の
支
援
措
置
は
あ
る
か
。

答 

担
い
手
農
家
等
機
械
整
備
事
業

費
補
助
金
や
、
茶
業
支
援
対
策
事
業
費

補
助
金
な
ど
が
あ
る
。
作
物
の
栽
培
技

術
、あ
る
い
は
経
費
な
ど
の
営
農
相
談
、

農
地
の
あ
っ
せ
ん
な
ど
、
農
業
者
へ
の

丁
寧
な
支
援
を
引
き
続
き
行
っ
て
い
き

た
い
。

問 

ス
マ
ー
ト
農
業
の
普
及
に
必
要
な
取

り
組
み
は
。

答 

高
額
な
費
用
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
の
支
援
は
も
と
よ
り
、
ス
マ
ー

ト
農
業
に
関
す
る
知
識
、
理
解
を
深

め
て
、
正
し
い
情
報
を
収
集
で
き
る

場
と
し
て
の
研
修
等
の
機
会
を
、
県

や
J
A
な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携
し

て
提
供
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考

え
る
。

問 

緑
茶
の
効
能
に
つ
い
て
分
析
結
果
が

公
表
さ
れ
た
。
需
要
が
低
下
し
て
い
る
緑

茶
の
消
費
拡
大
の
起
爆
剤
に
す
べ
き
と
考

え
る
が
。

答 

緑
茶
が
健
康
長
寿
に
有
効
で
あ
る

調
査
結
果
を
最
大
限
活
用
し
、
国
内
外

の
健
康
志
向
の
消
費
者
に
向
け
P
R
し
、

新
た
な
販
路
拡
大
に
つ
な
げ
、
オ
ー
ル

静
岡
茶
の
取
り
組
み
に
積
極
的
に
参
加
、

協
力
し
消
費
拡
大
に
努
め
て
い
き
た
い
。

戸
塚 

哲
夫 

議
員

農
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
の
見
直
し

緑
茶
の
消
費
拡
大

ス
マ
ー
ト
農
業
の
普
及

袋
井
駅
南
地
区
治
水
対
策

今
後
の
取
り
組
み
は

公
共
施
設
利
活
用
の
現
状
と  

今
後
の
対
策
は

メロープラザ

お土産品茶商品「東海道 どまん中 袋井茶」
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市政に対する 一般質問市政に対する 一般質問
問 

子
ど
も
の
発
達
段
階
に
応
じ
た
防
災

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
導
入
は
。

答 

防
災
教
育
や
地
域
、
家
庭
に
お

け
る
防
災
対
策
に
活
用
で
き
る
資
料

と
し
て
、
小
中
学
生
向
け
の
防
災
ハ

ン
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
し
て
い
る
県
や

市
町
が
あ
り
、
本
市
の
防
災
教
育
に

も
活
用
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

問 

自
転
車
走
行
空
間
（
矢
羽
根
と
い
う

青
い
ナ
ビ
マ
ー
ク
）
の
利
用
状
況
と
そ
の

効
果
は
。

答 

県
と
連
携
し
自
動
車
走
行
空
間

の
整
備
後
、
歩
道
を
走
行
す
る
自
転

車
の
減
少
や
逆
走
す
る
自
転
車
数
の

減
少
等
、
一
定
の
成
果
が
得
ら
れ
た
。

今
後
も
県
や
県
警
と
協
議
調
整
し
、
可

能
な
と
こ
ろ
か
ら
路
面
整
備
を
進
め

て
い
き
た
い
。

問 

認
知
症
高
齢
者
等
事
前
登
録
の
方
が
、

外
出
時
に
事
故
を
起
こ
し
た
際
の
保
険
等

の
救
済
制
度
の
導
入
は
。

答 

認
知
症
ハ
ー
ト
フ
ル
ブ
ッ
ク
に

保
険
案
内
を
記
載
し
説
明
し
て
い

る
。
現
時
点
で
は
個
人
賠
償
責
任
保

険
料
を
市
で
負
担
す
る
こ
と
は
考
え

て
い
な
い
。
今
後
助
成
制
度
を
早
急

に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

森
杉 

典
子 

議
員

問 

漢
字
・
算
数
検
定
実
施
の
結
果
と
対
策
は
。

答 

漢
字
検
定
の
全
体
の
合
格
率
は

80
・
0
%
、
算
数
検
定
の
全
体
の
合

格
率
は
79
・
2
%
だ
っ
た
。
来
年
度

以
降
の
実
施
に
向
け
、
自
立
力
を
育

み
、
次
の
目
標
を
見
つ
け
、
今
後
の

授
業
改
善
に
つ
な
が
る
よ
う
、
学
校

に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て
い
る
。

問 

昨
年
の
体
力
テ
ス
ト
の
結
果
を
踏
ま

え
た
対
策
は
。

答 

幼
稚
園
か
ら
遊
び
を
通
し
て
運

動
に
親
し
む
取
り
組
み
を
継
続
し
、

磐
周
小
学
校
体
育
連
盟
に
お
い
て

も
、
効
果
的
な
体
育
指
導
に
つ
い
て

研
修
し
、
毎
年
冊
子
に
ま
と
め
る
な

ど
、
小
学
校
教
員
の
指
導
力
向
上
に

努
め
て
い
る
。
今
後
は
、
幼
小
中
が

連
携
し
、
各
学
園
と
し
て
高
め
た
い

体
力
を
共
通
認
識
し
、
継
続
的
に
体

力
向
上
に
努
め
て
い
き
た
い
。

問 

市
役
所
に
お
け
る
男
性
職
員
の
育
児

休
業
取
得
率
を
高
め
る
環
境
づ
く
り
は
。

答 

平
成
23
、
28
年
度
に
各
1
名
と

低
い
。
要
因
は
、
職
場
に
迷
惑
が
か

か
る
等
の
理
由
で
あ
る
。
平
成
29
年

11
月
か
ら
育
児
等
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン

シ
ー
ト
を
活
用
し
、
事
前
に
所
属
長

と
面
談
し
職
場
の
協
力
体
制
を
確

認
、
安
心
し
て
休
暇
を
取
得
で
き
る

体
制
に
努
め
て
い
る
。

山
田 

貴
子 

議
員

自
治
体
に
よ
る

認
知
症
高
齢
者
の
賠
償
補
償
は

自
転
車
走
行
空
間
の
拡
充
は

小
中
学
校
の
学
力
向
上
と 

体
力
向
上
対
策
は

働
き
方
改
革
で

休
暇
の
取
り
や
す
い
環
境
を

子
ど
も
の
防
災
教
育

矢羽根をペイントした自転車走行空間

持久走大会(山名小学校)
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議
会
活
性
化
特
別
委
員
会

ご
み
減
量
化
特
別
委
員
会

I
C
T
活
用
特
別
委
員
会

特
別
委
員
会
は
、
市
の
特
定
の
問
題
に
つ
い
て
、
審
査
・
調
査
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
る
委
員
会
に

な
り
ま
す
。
主
な
調
査
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

特
別
委
員
会
報
告

◇2月12日（第6回）
<報告事項>
1 第5回（11/21）委員会の整理事項について
  ごみ処理量の将来推計について、袋井市・森
町から排出される生し尿・浄化槽汚泥の量を計
画からの推計値ではなく、実績値から推計した
ところ、347トン（約1.2%）の減となるとの報告
があった。

<協議事項>
1 ごみ減量化対策について
（1）ごみ有料化導入スケジュール案について
　ごみの種類別の減量化対策の導入スケジュー
ル案や各対策における削減目標量についての協
議を行い、ごみの有料化による市民の負担増の
時期については、市民にとって最適な時期を検
討することとした。
（2）有料化によるごみ処理量の予測と導入案
について

　手数料の料金水準を減量効果が顕著に表れ
る料金に設定した上でのごみ減量効果の予測を
踏まえ、有料化の方法について協議した。
（3）事業系ごみの排出状況について
　月1トン以上のごみを排出している事業所の
ごみ排出状況やリサイクルへの取り組みについ
ての現状報告を受け、今後の多量排出事業者対
策について協議した。

2 資源ごみ・不燃ごみの収集方式について
　ステーション方式（固定型のごみ集積施設で
ごみを回収するシステム）実施についての協議を
行い、ステーションの新設や増設に係る費用や管
理運営体制等の検討課題の洗い出しを行った。

3 ごみ減量化とSDGsとの関連性について
　持続可能な17の国際的な開発目標のうち、日
本では「つくる責任　つかう責任」が最大の課
題となっており、さらなるごみ減量化への取り
組みが必要であることを確認した。

◇1月21日（第6回）
<報告事項>
1 袋井市議会傍聴規則等の改定について
　現状のままとし、近隣市町議会の動向等を注
視しながら、時宜を得た見直しを行っていく。
<協議事項>
1 通年議会について
　議会閉会中においても、常任委員会等で十
分な審議が行われており、現状のままでも十分
対応できているため、現時点での導入について
は、消極的であるという見解に至った。
2 議員定数のあり方について
　定数の推移や常任委員会における議論の実
情、取り巻く環境の変化などといった現状を確
認し、今後は、先進事例等の情報収集をしなが
ら、課題を整理し、深掘りをしていく。

◇3月5日（第7回）
<報告事項>
1 議員間討議の運用について
　これまでの検討案が、令和2年2月18日の議
会運営委員会において、了承された。

<協議事項>
1 専決処分のあり方について
　県内市議会における対応を参考にしつつ、当
局に対しては、各所属に照会し、専決処分に係
る現状を把握するよう要請した。

2 議員定数のあり方について
　各種団体との意見交換会やアンケート調査を
実施していくこととなり、実施時期や手法につ
いては、正副委員長に一任し、事務局とも協議
した上で、次回以降、方向性を示していく。

◇2月18日（第7回）
<報告事項>
1 国のGIGAスクール構想への対応について
　子供たちの未来を見据え、児童生徒向けに1
人1台タブレット端末及び、高速大容量の通信
ネットワークを一体的に整備することにより、
誰一人取り残すことのない、公正に個別最適化
された学びを全国の学校現場で持続的に実現
させる構想である。
　【事業概要】
　①高速大容量の通信ネットワーク（無線LAN

による高速通信）の整備
　　令和2年12月末までに
　②1人1台学習者用タブレット端末の整備
　　令和5年度までに段階的に

2 ICT関連事業に係る今後の研究テーマ（5つ）の決定
1　LPWA通信網整備
　河川水位観測システム、地域見守りシステム
2　情報配信システム 
　防災情報配信システム等
3　タブレット・WIFI等学習環境整備 
　1人1台タブレット端末整備等
4　マイナンバーカードの利活用 
　マイナンバーカードの普及促進
5　RPAによる行政事務の効率化
　適用事務の選定等

<協議事項>
1　優先順位1位の事業『LPWA通信網整備』
の研究について
　水害対策としての常習浸水地域の各河川への
センサーの設置とその見える化の推進、農業サ
イドの湛水防除と都市排水としての都市型ポン
プの水位観測の必要性等、各委員から意見、提
言が出された。
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●財産の処分について

　プロポーザルの結果、予定価格と
大きな乖離があるが、今どうしても

処分しなければならない理由は何か。

　建物等の処分費が、日々増高して
いることに加え、土地の売買取引も

無くなってきており、価格も下がる状況
になってきていることも勘案した。今回
の契約は、競争性が保たれた公募型プロ
ポーザルで行われ、市場価格として決
まってきたものであり、今後、これ以上
の価格での処分が想定できないと判断し
たためである。

●令和2年度袋井市一般会計予算
～秘書費～

令
和
2
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
企
業
会
計
の
各
予
算
を
は
じ
め
、
令
和
元
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
の
補
正

予
算
や
条
例
改
正
な
ど
の
議
案
を
、
各
常
任
委
員
会
で
審
査
し
ま
し
た
。
主
な
審
査
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

常
任
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

総
務
委
員
会

●令和2年度袋井市一般会計予算
　～スポーツ振興費～

　インターハイ陸上競技の新年度予
算計上額が少ない。どのようにPRし

ていくのか。

　インターハイの陸上競技は、県か
らは市へ費用負担を求められていな

い。しかし、エコパスタジアムで行うこ
と、全国から選手や応援団約10万人（5
日間の延べ人数）来ることが予想され、
大会当日までのPRをしていきたい。県
の実行委員会にも意見を伝え、市のシ
ティプロモーションが出来るように対応
していきたい。

民
生
文
教
委
員
会

●令和2年度袋井市一般会計予算
～地域医療推進費～

　ドクターヘリ格納庫整備事業費補
助金の積算根拠は。

　全体の事業費は、およそ5億3
千万円、そのうち3億円は、聖隷福

祉事業団が土地を購入する分であり、約
1億6千万円がドクターヘリ格納庫にか
かる整備費である。このうち国、県の負
担分を除いた焼津市以西の県内14市町
の負担が、およそ5千4百万円であり、
14市町の人口とドクターヘリ要請件数
割合により算出されている。

Q

A

A

Q

Q

A
A

Q

　市制施行15周年イベントについて、
10月25日の開催が予定されている

が、地域からの参加も予定しているのか。
また、新型コロナウイルスの影響で中止す
る場合は、どのように周知するのか。

　地域の行事も多いため、年間予定
の中で、どうしても調整がつかない

場合は、地域から参加できないことも止
むなしという部分もある。参加について
は、地域からの動員ではなく、プログラ
ムで集客効果が高まるような工夫をし、
自発的に参加していただける在り方を検
討していきたい。
　また、新型コロナウイルスについては
状況が刻々と変化する中、今の段階で
は、申し上げにくい面もあるが、本イベ
ントの場合は、延期ではなく中止とな
る。多方面へ声掛けをしていく分、影響
も大きくなることから、適切な時期を見
極めた中で、皆さんにご案内したい。

インターハイ陸上競技の横断幕（市役所2階設置）

売却予定の旧袋井消防署
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●令和2年度袋井市一般会計予算
　～都市計画総務費～

　袋井駅南田端商業施設は、予定どお
りに進んでいるか。また、交通に支障

はないか。

　スケジュールは問題ないと判断して
いる。道路のアクセスは、南からの袋

井大須賀線のルートに加え、駅南循環線を
東に延伸させ、高南地区の新幹線ガード下
から北進する道路と接続するよう整備を行
い、東からのルートを確保していきたい。

建
設
経
済
委
員
会

●令和2年度袋井市一般会計予算
　～環境衛生費～

　新エネルギー機器導入促進奨励金
の内訳は。

　太陽光発電システムは、普及が進ん
だため見直しを行い、FIT買取期間満

了件数が増加していくことから家庭用蓄電
池を充実させた。内訳は、太陽光発電シ
ステムは800万円、家庭用蓄電池は860万
円、HEMSは80万円、太陽熱機器は30万
円、家庭用コージェネレーションシステム
は30万円、クリーンエネルギー自動車等
は20万円を見込んでいる。

Q

A
A

Q

討論（主なもの）令和2年度一般会計予算に対して
　浅田二郎議員（日本共産党）

　市民の暮らし・日本経済は、昨年10月から12月の国内総生産がマイナス7.1%、個人消費は4カ月連続で前
年を下回るなど、昨年10月からの消費税増税により悪化している。市民の福祉を守る新たな施策はほとんどな
く、住民負担の強化の問題、国の言いなりの開発優先・企業優先の問題などから、極めて不十分な予算といわ
なければならない。以上のことから反対する。

　森杉典子議員（自民公明クラブ）
　一般会計の予算総額は、352億円で、前年度当初予算と比べると、12億4,000万円、率にして、3.7%の増で
ある。予算規模は、過去最大となっており、人生100年時代を幸せに暮らせるまちづくりに向けて子育て支援体
制と教育環境のさらなる充実や、生涯活躍の促進、災害に強いまちづくりの推進などまさに原田市長が施政方
針で述べられていた施策に関する予算が積極的かつ確実に盛り込まれているものと総括する。以上のことから
賛成する。

議案に対する議員の賛否

賛否が分かれた議案
森
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令和元年度袋井市一般会計補正予算(第5号)について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ － ○
令和2年度袋井市一般会計予算について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ － ○
令和2年度袋井市国民健康保険特別会計予算について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ － ○
令和2年度袋井市水道事業会計予算について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ － ○
袋井市手数料条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ － ○
袋井市国民健康保険税条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ － ○
財産の処分について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ － ○

○：賛成　×：反対　△：棄権　ー：欠席または除斥 〈議長（戸塚文彦）は、採決に参加しません。〉 

駅南田端商業施設のイメージ図　出典：(株)静岡総合不動産
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〒437-8666 袋井市新屋一丁目 1番地の 1
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植物油インキを
使用しています

再生紙を使用しています

　♪夏も近づく八十八夜… 　５月１日は立春か
ら数えて八十八日目です。この日のお茶を飲む
と長生きするといわれます。３～５日は浜松ま
つり（今年は中止）。凧合戦、屋台引き回し、練
りがあります。５日は菖蒲湯です。菖蒲は邪気を
払い、疫病を除き、心身を清めるといわれます。
そして初かつお。『目に青葉　山ほととぎす　
初鰹』初夏の到来を感じる季節になります。

市役所５階議場及び各委員会室
午前９時から
＜５月市議会臨時会＞
５月12日（火）市長提出議案の審査
＜６月市議会定例会＞
６月 1日（月）開会、議案の説明
　　 9日（火）市政に対する一般質問
　　10日（水）市政に対する一般質問
　　11日（木）市政に対する一般質問
　　15日（月）議案の審査（常任委員会）
　　16日（火）議案の審査（常任委員会）
　　25日（木）委員長報告～採決、閉会

※変更する場合もあります

場　所
時　間
日　程

遠州　くらしの歳時記 ５月市議会臨時会
６月市議会定例会のお知らせ

No.74

市議会

季節は淡く優しい春から、
力強く爽やかな初夏へ。

（広報委員：近藤正美）

　市議会では、若い世代の意見を聞き、まちづくりの参考にすることや、議会に関心をもっても
らうことを目的に、「高校生との意見交換会」を行っています。2月6日、袋井高校に出向き2年
生全員と袋井市の「環境問題」、「まちの活性化・開発」、「医療・福祉・教育」など9つのテー
マについて、若い世代ならではの視点でさまざまな意見をいただきました。
　そこでの声を一部紹介します。

・増加するごみの減量化に向けては、市民への啓発活動
及び環境学習を通じて現状を知ってもらい、意識を高め
ることが必要である。
・袋井高校への公共交通機関がなく、また市内には街灯
が少なく、自転車が安全に走行できないなど、通学環境
が整っていない。私たち若者の声が行政に届かない。
・エコパやふくろい遠州の花火など人が集まる愛野駅周
辺に、飲食店・商業施設があるとよい。
・若い女性に特化したアプローチ方法や情報発信を行う
ことにより人口は増える。

　皆さんの思いや発想を今後の施策に反映させるべく議会活
動をしていきたいと思います。
　なお、令和元年度に開催した袋井商業高校と袋井高校での
意見聴取結果及びアンケート結果は、６月上旬頃ホームペー
ジ上に公開していきますので、ご覧ください。

地元高校生との意見交換会を開催

生徒の意見を板書する議員


